
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動ドア産業に携わる人々が集まり、

協働して社会に貢献します。 

全国自動ドア 
特定非営利活動法⼈ 

産業振興会 
この法人は、社会福祉施設等に対する

自動ドア設備を設置する事業を行い、地

域と社会の福祉の増進を図り、自動ドア

の普及推進活動を通じて広く公益に貢

献することを目的としています。 

特定非営利活動に係わる事業 
として次の事業を⾏います。 

(1)福祉施設利用者の為の自動ドア設置事業 

(2)地球温暖化対策の為の自動ドア普及推進事業 

(3)自動ドアに係わる基準整備事業 

(4)自動ドアに係わる資格認定推進事業 

(5)自動ドアに係わる防火性能評価事業 

(6)公衆衛生の為の自動ドア普及推進事業 

会員募集 
当会は、この活動に賛同する会員を募集しています。 

入会金      正会員(団体)     \120,000 

           正会員(個人)      \20,000 

           賛助会員(団体)    \50,000 

           賛助会員(個人)    \10,000 

年会費      正会員(団体)     \120,000 

           正会員(個人)      \60,000 

           賛助会員(団体)    \60,000 

           賛助会員(個人)    \30,000 

内閣府認証特定非営利活動法⼈ 

全国自動ドア産業振興会 

〒１６５－００３１ 

東京都中野区上鷺宮 3 丁目 16 番 5 号 

日本自動ドア株式会社 2 号館 3 階 

理事長 神林 広之 

電話：０３－３９９８－３０７７ 

FAX：０３－３９９８－３１２１ 

Email：jadsa@jadsa.or.jp 

URL：https://www.jadsa.or.jp/ 

写真提供：安川オビアス㈱ 

2011 年 5 月 25 日 設⽴ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉施設利用者の為の自動ドア設置

事業 

地球温暖化対策の為の自動ドア普及

推進事業 

公衆衛生の為の自動ドア普及推進

事業 

自動ドアに係わる基準整備事業 自動ドアに係わる防火性能評価事業 

自動ドアに係わる資格認定推進事業 

自動ドアでバリアフリーな街づくり 

当振興会は会員の貴重な会費を財源として、自動ドア装

置を寄付しています。障がい者や車いす利用者、ベビーカ

ーを利用する人はもとより、全ての人が安心して快適に暮

らせる街づくりの実現に寄与していくことが出来ればと考

えています。 

エアコン使用中は、ドアを閉めよう 

安全な自動ドアの提供 

目指そう！保守メンテナンス管理者 

確かな防火性能のために 

ドアノブからの接触感染を防ぎましょう 

地球温暖化防止対策として、温室効果ガスの 25％削減が

目標として掲げられています。当振興会は、エアコン稼働

中ドアを開けたままと、自動ドア装置を使ってでも閉めた

場合の電力量の消費を調査しました。その結果、夏場は

30％以上、冬場は 50％以上の節電効果があることがわか

りました。これは自動ドア装置の素晴らしい省エネ性能に

よるものです。例えば年間 70 万回以上動く、コンビニエン

スストアの自動ドア装置の電気代は年間￥2,000-もかか

りません。エアコン稼働中は、自動ドアを有効に使ってドア

を閉めましょう。手動でもドアは閉められますが、自動ドア

は、障がい者や車いす利用者、ベビーカーを利用する人

達に優しいバリアフリー商品です。有効に使ってください。 

国内では 200 万台の自動ドアが稼動していると云われて

いますが、設置場所や用途に応じて自動ドアの種類も多

様化してきました。2017 年 3 月 21 日に「JIS A 4722 歩行

者用自動ドアセット-安全性」が制定され、自動ドアの安全

性について初の規格が設けられました。振興会は、この規

格の普及啓蒙による安全性の向上、さらに最新の安全技

術の紹介などにより、事故の無い自動ドア社会の実現を

目指しています。 

自動ドアは建物の開口部や仕切りとして設置されることが

多く、延焼防止のための防火性能を要求されることがあり

ます。自動ドア装置にも特定防火設備、防火設備用の副

構成材として防火性能を要求されます。当振興会では、自

動ドアの防火性能について調査研究し、基準作りをはじめ

知見を活かした活動をしています。 

自動ドアは手を使わずに、異なった環境との往来が出来

ます。このことからドアノブを介した感染の危険を防ぐこと

が出来ます。自動ドアを有効に使って、接触感染を防ぎま

しょう。また、多機能トイレに設置されている自動ドアの機

能、押しボタンの形状について調査した結果、多機能トイ

レ自動ドアの仕様について知らない人が多いことがわかり

ました。また、利用者がトラブルに遭遇したり、様々な人が

利用できることから、利用者による奪い合いがあることな

どもわかりました。当振興会は誰もが使いやすい多機能ト

イレ自動ドアの姿を求めていきます。 

 

自動ドアの安全機能が上がっても、施工や保守が疎かで

は、安全機能を十分に発揮できないばかりか、危険源とな

ることさえあります。当振興会では、多様化した自動ドアに

応じて消費者の安全な通行を確保するために必要な知識

と技能を持ったエンジニアを育成することを目的として技

能基準を策定し、その技能基準を満たしたエンジニアに任

意資格を付与することで職業能力の開発を促します。 

（※保守メンテナンス管理者試験を実施しています。） 

 

写真提供：BEA ジャパン㈱ オプテックス㈱ 竹中エンジニアリング㈱ 

エアコン使用中は、 

ドアを閉めよう。 


